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※  平成２９年度から、文部科学省の結果提供（平均正答率）は、本市と三重県は整数値、全国は小数値となっています。 

※ 数値は平均正答率。中学校理科は、IRT スコアで示されています。 

小学校 国語 算数 理科 

令和３年度 

本市 65 70 

 三重県 64 69 

全国（公立） 64.7 70.2 

令和４年度 

本市 66 63 65 

三重県 65 62 63 

全国（公立） 65.6 63.2 63.3 

令和５年度 

本市 67 61 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.2 62.5 

令和６年度 

本市 67 62 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.7 63.4 

令和７年度 

本市 66 55 56 

三重県 66 57 56 

全国（公立） 66.8 58.0 57.1 

 

中学校 国語 数学 理科 
英語 

聞く 読む 書く 話す 

令和３年度 

本市 65 59 
  

三重県 63 58 

全国（公立） 64.6 57.2 

令和４年度 

本市 69 52 49   

三重県 68 52 48 

全国（公立） 69.0 51.4 49.3 

令和５年度 

本市 71 53 
 

47   

  

  

三重県 69 51 45 

全国（公立） 69.8 51.0 45.6 

令和６年度 

本市 57 54   

三重県 57 53 

全国（公立） 58.1 52.5 

令和７年度 

本市 54 49 500  

三重県 53 47 498 

全国（公立） 54.3 48.3 503 

 

 

１ 全国学力・学習状況調査結果の５年間の推移（R３～） 

※ 理科の IRT とは、 国際的な学力調査（PISA、TIMSS など）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFL など）で採用され

ているテスト理論です。この理論を使うと、異なる問題から構成される試験・調査の結果を、同じものさし（尺度）

で比較できます。IRT スコアは IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準にした得点

で表すものです。 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 66 66.8 

中央値 10.0 10.0 

標準偏差 3.2 3.0 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

２ 教科別分析 （小学校 国語） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 （１）正答数分布 

小学校国語の平均正答率は６６％で全国を下回る結果でした。 

全国と比べると結果の散らばりがみられます。そのため、学力層についても A 層、D層の割合が高い
傾向が見られます。 

また、領域別においては、話すこと・聞くことの正答率が上がり、読むことの正答率が低くなってい

ます。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

話すこと・聞くこと 99.1 97.0 102.3 98.0 101.7
書くこと 94.1 92.6 91.8 100.7 99.3
読むこと 94.7 98.8 98.9 100.8 96.3

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 
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全国比－２.4 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

正答率 

全国 51.3 

四日市市 48.9 
大問３二（２） 

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握することができるかどう

かをみる問題 

大問３三（２） 
目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして 

必要な情報を見付けることができるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 56.3 

四日市市 51.1 

【誤答例】 
納得した理由
を複数の資料
から取り上げ
て書けず、条
件②を満たせ
ない。 

【文章と図表を合わせて読む】 

複数の資料を結び付け、それぞれの
関係を考えるためには、資料や語句を
丸で囲んだり、線でつないだりするこ

とで、視覚的に捉えながら読むことが
効果的です。 
（読解力を育む「２０の観点」④図や

表と合わせて読む） 

【要旨の把握】 
要旨を把握するために

は、文章の各部分だけを取

り上げるのではなく、文章
全体の構成を捉えることが
重要です。書き手がどのよ

うな事実を理由や事例とし
て挙げているかを書き出
し、書き手の考えを自分の

言葉で短くまとめるなどし
て、内容の中心となる事柄
などを捉えることが効果的

です。（読解力を育む「２
０の観点」⑰要旨） 

【誤答例】 
【資料３】を読み、「とて
も」という言葉の変化につ
いて、「時代とともにもの
の使い方が変わる」と捉え
たり、「世代によるものの
呼び方のちがい」と捉えた
りしている。 

全国比－5.2 ポイント 
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全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

数と式 99.4 100.6 97.5 96.4 95.8
図形 93.3 100.8 94.6 98.2 92.2
測定 99.2 － － － 92.7
関数 99.5 100.8 98.2 95.2 93.6

データの活用 100.9 100.0 98.9 98.9 96.0

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

R7 四日市市 全国 

平均正答率 55 58.0 

中央値 9.0 10.0 

標準偏差 4.0 4.0 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

２ 教科別分析 （小学校 算数） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 （１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 小学校算数の平均正答率は５５％で全国を下回る結果でした。 

学力層の結果からは C 層、D 層の割合が高くなっていることから、全体的に学力が低下しています。 

また、領域別においては、特に図形分野の正答率が顕著に低くなっています。 
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全国比－３．８ポイント 

全国比－8.9 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数

と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用

いて記述できるかどうかをみる問題。 
大問３（２） 

正答率 

全国 23.0 

四日市市 19.2 

問題 台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる

問題 大問２（２） 

正答率 

全国 50.2 

四日市市 41.3 

【通分の意味を理解し活用する】 

「通分で計算できること」とともに、「通分
での計算が分かること」の理解が重要となりま
す。共通する単位分数に着目し、加数と被加数

がそれぞれいくつ分であるかを考えることで、
整数での計算が可能となることを説明する学習
活動が大切になります。 

【「形」から「図形」へ概念を理解する】 
台形の意味や性質を理解しているかを問う問

題です。台形というと「１」の形を台形と捉え
る児童が多いですが、形を暗記するのではな
く、台形という図形の概念を理解する必要があ
ります。そのためには、どうしてその形が台形
となるのかということを子どもたちが説明する
学習活動が大切になります。 

【誤答例】 
選択肢５のような、上下に
向かい合った一組の辺が平
行であるが、上の辺の長さ
が下の辺の長さよりも長
く、直角のある四角形を台
形ととらえることができ
ず、選べない。 

【誤答例】 

通分について記述しているが、共通する単位分数

が  であることと、 と  がそれぞれ共通す

る単位分数の幾つ分かは記述できていない。 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 56 57.1 

中央値 10.0 10.0 

標準偏差 4.0 3.8 

２ 教科別分析 （小学校 理科） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 小学校理科の平均正答率は５６％で全国を 1.1 ポイント下回る結果でした。 

全国と比べると結果の散らばりがみられ、学力層の D 層の割合が高くなっています。 

また、領域別においては粒子の正答率が大きく下がっています。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

エネルギー － 100.8 － － 98.1
粒子 － 104.6 － － 96.3
生命 － 101.1 － － 99.2
地球 － 100.0 － － 96.6
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全国比－1.8 ポイント 

全国比－4.3 ポイント 

（５）  調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

正答率 

全国 57.5 

四日市市 53.2 

大問４（２） 

エ・オ 

水の結露について、温度によって水の状態が変化するという

知識を基に、概念的に理解しているかどうかをみる問題 

大問２（１） 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付け

られる物があることの知識が身に付いているかどうかを

みる問題 

正答率 

全国 10.6 

四日市市 8.8 

【実験等を通じた知識の習得】 
図や説明から回路の状況を把握し、アルミニウ

ム・鉄・銅の性質を理解しているかが問われる問
題です。 

身の回りの金属について、単純に知識として覚
えるのではなく、実験などを通じて磁石にひきつ
けられるか、電気を通すかを思考錯誤する中で、
知識として身につけていくことが必要です。 

【水の状態変化の概念的理解】 
習得した個別の知識を概念的に

理解するためには、学習内容を他

の学習や生活と関連付けることが
大切です。加熱をしなくても水が 
蒸発する場面を生活の中から探し

たり、低い温度で水が蒸発する場
面と沸騰で蒸発する場面との違い
や共通点を整理したりすること、

寒い日の窓に結露が生じる原因を
考えることなどを通して、水の状
態変化について概念的に理解する

ことが必要です。 

【誤答例】 
アルミニウム、鉄、銅
のいずれかに、選択肢
３または４と回答して
いる。 

鉄 

アルミニウム 

銅 

【誤答例】 
水蒸気が氷と水の入ったコップの
表面で冷やされることは理解でき
ているが、冷やされた結果、どの
ように状態変化するかについて答
えられない。 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 54 54.3 

中央値 8.0 8.0 

標準偏差 2.8 2.7 

２ 教科別分析 （中学校 国語） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 中学校国語の平均正答率は５４％で全国と同等の結果でした。 

標準偏差が全国と比べると０.１高いことから、やや結果の散らばりがみられました。学力層につ

いても A 層、D層の割合がやや高く、学力層の２極化傾向が見られます。 

領域別においてはすべての正答率が上がっています。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

話すこと・聞くこと 99.0 99.7 101.9 96.9 98.5
書くこと 100.0 98.1 101.4 96.9 101.1
読むこと 98.4 100.3 104.1 95.4 98.1
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全国比－1.4 ポイント 

全国比－0.4 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問題 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること

ができるかどうかをみる問題 大問３四 

正答率 

全国 17.1 

四日市市 16.7 

正答率 

全国 38.1 

四日市市 36.7 

問題 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫することができるかどうかをみる問題 大問２一 

【誤答例】 
解答１の選択 
村田さんのスピーチの内容を要約し
たものがスライド①に示されている
と誤って捉えてしまった。また、村
田さんが、意見とそれを支える根拠
が聞き手の印象に残るように話して
いると誤って捉えてしまった。 

【表現の工夫】 
相手に伝えたい内容を適

切に伝えるためには、目的

や状況、相手に応じて、話
す内容を考え、聞き手の理
解をより深められるように

することが大切です。どの
ような資料や機器を、どの
ように用いればより相手に

伝わるか、話し方を工夫す
る力をつけることが必要に
なります。（読解力を育む

「２０の観点」⑫表現の効
果） 

【表現の効果・意見と根拠】 
表現の効果については、表現

が、文章の内容を伝えたり印象
付けたりする上で、どのように
働いているかを考えることが重

要です。その際、自分の考えを
支える根拠となる段落や部分を
挙げるなどして、根拠を明確に

することが大切になります。
（読解力を育む「２０の観点」
⑦意見と根拠） 

話の補足内容

を入れている 

【誤答例】 
文章の展開の効果について
書くことはできているが、
理由を書く際、物語の内容
を取り上げているものの、
本問で着目している展開を
踏まえて書くことができて
いない。 
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全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

数と式 100.9 101.2 103.7 101.0 97.5
図形 104.7 101.6 103.0 101.5 106.0
関数 103.5 103.9 104.9 100.7 101.0

データの活用 101.9 102.3 106.2 105.0 98.5

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

R7 四日市市 全国 

平均正答率 49 48.3 

中央値 7.0 7.0 

標準偏差 4.3 4.2 

２ 教科別分析 （中学校 数学） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 中学校数学の平均正答率は４９％で全国を上回る結果でした。 

学力層については全国とほぼ同等になっています。 

領域別においては数と式、データの活用の正答率が下がり、図形と関数の正答率が上がりました。 
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全国比－2.8 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問題 
相対度数の意味を理解しているかどうかをみる問題 

大問５ 

正答率 

全国 42.5 

四日市市 39.7 

正答率 

全国 31.8 

四日市市 27.3 

力をつけることが

必要な問題 素数の意味を理解しているかどうかをみる問題 

大問１ 

全国比－4.5 ポイント 

【誤答例】 
「１」を選択する生徒が全体の５２％
程度おり、「１」は素数に含まれると
捉えている。 

【具体的な活用場面を通じた知識の習得】 
素数について理解することは、算数で学

んだ「約数」、「倍数」などの整数の性質
を捉え直す際や、数学での「平方根」など
の学習場面に必要です。 

「１より大きい自然数の中で１とその数
以外に約数をもたないもの」が素数である
ことを、具体的な数を用いながら理解する

ことが必要です。 

【「相対度数」等の用語の意味と必要性の理解】 
データを考察するときには、度数分布表やヒス

トグラムなどを用いて、データの特徴や分布の傾

向を読み取ります。 
相対度数については、単純に用語として覚える

のではなく、「異なる資料の比較ができること」

や「資料の全体像を把握しやすいこと」など、そ
の必要性と意味を理解しながら学習することが大
切です。 

【誤答例】 
「10」と解答する生徒がおり、階級の相対
度数と階級の度数を混同している。 
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公 開 問 題 非 公 開 問 題 

全日程に共通する問題 

６ 問 

実施日により異なる問題 

４ 問 

 

１６ 問 

R７ 四日市市 全国 

平均 IRT スコア 500 503 

標準偏差 130.9 124.0 

２ 教科別分析 （中学校 理科） 

（２）IRT スコア分布グラフ（横軸：IRT バンド 縦軸：割合） （１）IRT スコア 

（３）IRTバンド分布比較 

 中学校理科の平均 IRT スコアは５００となっており、基準的な数値となっています

が、全国と比較すると低くなっています。 

IRT スコア分布グラフ及び IRT バンド分布比較を見ると、全国と比較してスコア２の

割合が高いです。 

 本年度の中学校理科は IRT 方式で調査をしています。 

IRT とは国際的な学力調査（PISA、TIMSS など）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFL など）で

採用されているテスト理論です。この理論を使うと、異なる問題から構成される試験・調査の結果

を、同じものさし（尺度）で比較できます。 

 

調査は、公開問題（１０問）と非公開問題（１６問）を組み合わせて出題され、実施日等により

異なる問題が出題されます。 

 ※ IRT に基づいて各設問の正誤パターン

の状況から学力を推定し、500 を基準に

した得点に表すものです。 

※「IRT バンド」とは

IRT スコアを１～５

段階に区切ったもの

です。３を基準のバ

ンドとし、５が最も

高いバンドとなりま

12



全国比－1.3 ポイント 

（４） 調査問題の結果から課題が見られた問題（全日程に共通する問題より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問１（２） 
身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決

するための課題を設定できるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 46.2 

四日市市 40.9 

大問１（３） 

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面におい

て、小学校で学習した知識を基に、地層に関する知識及び技

能を関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の大き

さに着目して分析して解釈できるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 36.2 

四日市市 34.9 

全国比－５．３ポイント 

【自ら課題を設定する】 
ここでは、見いだした問題を解決するため

の課題を設定する力が問われています。この

力をつけるためには、生徒が課題を設定し、
探究したことをまとめ、振り返る学習を行う
ことが大切です。その際に、これまで学習し

た知識を活用し、身近な自然の事物・現象に
ついて多面的、総合的に捉え、思考すること
が必要になります。 

【学習した知識を関連付ける】 
本問では、小学校で学習した知識を基に、地層

に関する知識及び技能を関連付けて、地層を構成
する粒の大きさとすき間の大きさに着目して分析
して解釈することが大切になります。単に知識と

して覚えるだけでなく、実験を通して見いだした
ことと実際の地層とを関係付けて解釈したり、実
験を通して分かったことなどを知識と関連付けて

説明したりするなどの学習活動が大切です。 

【誤答例】 

・「水が通り抜ける」とあるため地層１を通りぬ
けて水が染み出ると考えてしまっている。 
・「すき間が観察されなかった地層３における粒

の大きさと水の染み込み方を正しく解釈すること
と、地層３の観察結果と水が染み出す位置を適切
に関連付けて捉えることができていない。 

正答 

誤答 

誤答 
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３ 四日市市の児童生徒質問紙調査の結果より 

（１）生活習慣・学習習慣 

「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」「毎日、

同じくらいの時刻に起きていますか」の質問に対し、「すべて肯定的回答」「すべて

否定的回答」している児童生徒の各教科の平均正答数を算出しました。その結果、

早寝・早起き・朝ごはんを行っている児童生徒の国語・算数・理科の正答率は約 1.3

倍以上高い傾向が見られました。 

【中学校】 

【小学校】 

【正答数（問）】 

【正答数（問）】 

早寝・早起き・朝ごはんの３点セットは学力向上にもつながっている
ことが分かったよ。 
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「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時

間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている

時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」の質問に対する回答の推移をみ

ると、年々、授業以外の学習時間が減っています。 

【中学校】 

【小学校】 

 授業以外にも、自分で勉強を進められるようになることが大切だね。 
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（２）学力層と教科に関する意識の関係 

【小学校】 

教科の「得意」・「好き」と学力は関連しているね。 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 
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【中学校】 

教科とそれに関連する質問項目を学力層 （A～D層）ごとに比較しています。特

に算数・数学の A層と D層を比較すると、「得意」「好き」と回答している児童生

徒の差が大きくなっています。 

すべての教科において、「役に立つ」の質問項目で A 層と D 層の差が小さい結

果となりました。 

それぞれの教科が「得意」・「好き」になるためには、それぞれ
の教科を学ぶ楽しさを見つけられるといいね。 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 
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※R7 中学校⑤～⑪については、悉皆式ではなくラ
ンダム式による抽出での回答となるため参考値。 

○授業の中で、１週間に３日以上 PC・タブレットなどの ICT 機器を使用している児童生徒の割合。 

○ICT 活用に係る質問に対して肯定的に回答した児童生徒の割合。赤：全国値より低い 青：全国値より高い 

 

 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】 R6 R7 経年比較 

四日市市 58.3  78.5  +20.2 

全国 59.5  71.7  +12.2 

全国との比較 -1.2 +6.8  

【中学校】 R6 R7 経年比較 

四日市市 75.9  83.4  +7.5 

全国 64.4  76.5  +12.1 

全国との比較 +11.5 +6.9  

【中学校】 R6 R7 

①文章を作成することがで
きる 

－ 
84.9 

(83.6) 

②インターネットで情報収集
することができる 

－ 
91.6 

(91.5) 

③図・表・グラフ、思考ツール
などで情報を整理すること
ができる 

－ 
64.0 

(63.3) 

④プレゼンテーションを作成
することができる 

－ 
74.0 

(76.6) 

⑤自分のペースで理解なが
ら学習を進めることができ
る 

82.6 
(80.2) 

78.3 
(78.1) 

⑥分からないことがあった
時に、すぐ調べることができ
る 

94.9 
(93.9) 

94.3 
(93.1) 

⑦楽しみながら学習を進め
ることができる 

81.6 
(82.4) 

83.7 
(85.5) 

⑧画像や動画、音声等により
学習内容がよく分かる 

89.2 
(89.0) 

89.8 
(89.0) 

⑨自分の考えや意見を分か
りやすく伝えることができる 

80.1 
(77.7) 

82.9 
(80.3) 

⑩友だちと考えを共有した
り、比べたりしやすくなる 

87.2 
(86.2) 

86.0 
(84.8) 

⑪友だちと協力しながら学
習を進めることができる 

86.6 
(85.2) 

86.7 
(85.4) 

【小学校】 R6 R7 

①文章を作成することがで
きる 

－ 
83.0 

(81.8) 

②インターネットで情報収集
することができる 

－ 
89.9 

(89.8) 

③図・表・グラフ、思考ツール
などで情報を整理すること
ができる 

－ 
72.4 

(69.3) 

④プレゼンテーションを作成
することができる 

－ 
76.0 

(76.7) 

⑤自分のペースで理解なが
ら学習を進めることができ
る 

84.5 
(85.5) 

79.9 
(81.3) 

⑥分からないことがあった
時に、すぐ調べることができ
る 

91.8 
(92.1) 

89.1 
(89.2) 

⑦楽しみながら学習を進め
ることができる 

83.4 
(86.0) 

83.0 
(85.5) 

⑧画像や動画、音声等によ
り学習内容がよく分かる 

89.4 
(89.8) 

87.9 
(88.1) 

⑨自分の考えや意見を分か
りやすく伝えることができる 

76.7 
(79.2) 

77.5 
(77.6) 

⑩友だちと考えを共有した
り、比べたりしやすくなる 

87.0 
(86.1) 

85.1 
(84.6) 

⑪友だちと協力しながら学
習を進めることができる 

88.5 
(87.1) 

87.9 
(87.5) 

（３）ICT の活用状況  

授業の中での ICT 活用頻度は、令和６年度と比較すると、小中学校ともに上がっ

ています。また、こどもたちの ICT スキルについては、全国と比較すると中学校に

おいておおむね高くなっています。今後も、個別最適な学びにつながる ICT の効果

的な活用を進めていく必要があります。 

みんなの ICT 活用頻度は、どんどん増えているよ。 

  基本的な ICT スキルは身についてきているね。それを使って、相手にわか
りやすく伝えることができるようになりたいね。 
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（４）地域との関わり  

【小学校】 【中学校】 

「地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもら

ったり、一緒に遊んでもらったりすることがありますか（習い事は除く）」の質問に

おいて、四日市市の子どもたちは全国や三重県に比べて肯定的な回答をする割合が

高いです。 

また、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」の質問に対し

ても、四日市市の児童生徒は全国や三重県と比べて肯定的に回答しており、地域社

会に貢献したいという思いにつながっています。 

地域の大人に授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わっ
てもらったり、一緒に遊んでもらったりすると、子どもたちは地域や社会
に貢献してみたいと思うんだね。 

【小学校】 【中学校】 
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赤：全国値より低い 
青：全国値より高い 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）児童生徒のウェルビーイング  

 児童生徒質問紙調査の結果から、四日市市の先生は丁寧に子どもたちに関わって

いることがわかります。 

 多様な子どもたちに対して、状況に応じた対応をすることで、安心できる環境づ

くりを進めることができます。 

子どもたちの安心できる環境を作ることが、ウェルビーイングに
つながるよ。 

ウェルビーイングとは 

◆ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることを言い、短期的な幸福のみならず、生きがいや人

生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 

◆ 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、個人や取り巻く場や地域、社会が幸せ

や豊かさを感じられる良い状態であることも含む包括的な概念。 

質問項目（主観的幸福感） 小学校 中学校 

（15）普段の生活の中で、幸せな気持ちになること

はどれくらいありますか。 

小：92.6 

（全国：93.0） 

中：92.6 

（全国：91.6） 

（12）学校に行くのは楽しいと思う 
小：84.7 

（全国：86.5） 

中：89.4 

（全国：86.1） 

 

質問項目 小学校 中学校 

（14）友だち関係に満足している 
小：91.5 

（全国：91.7） 

中：93.0 

（全国：91.4） 

（05）自分には、よいところがあると思う 
小：83.8 

（全国：86.9） 

中：87.8 

（全国：86.2） 

（06）先生は、あなたのよいところを認めてくれて

いると思う 

小：92.3 

（全国：92.2） 

中：94.3 

（全国：92.2） 

（38）先生は、授業やテストで間違えたところや、

理解していないところについて、分かるまで

教えてくれていると思う 

小：88.6 

（全国：87.4） 

中：85.0 

（全国：83.8） 

（10）困りごとや不安がある時に、先生や学校にい

る大人にいつでも相談できる 

小：68.9 

（全国：70.6） 

中：74.5 

（全国：73.2） 
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赤：全国値より低い 
青：全国値より高い 

 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自己肯定感に関わる意識  

家庭や地域と協力し、就学前〜学校教育を通して、子ども
たちの自己肯定感を高めていくことが、子どもたちのより
よい成⻑につながるね。 

自己肯定感を支えるため、四日市市では、「四日市市で育む３つの非認知能力

（自分と向き合う力・自分を高める力・他者とつながる力）」を育成していく取り

組みを進めています。 

質問項目 小学校 中学校 

自分には、よいところがあると思う 
小：83.8 

（全国：86.9） 

中：87.8 

（全国：86.2） 

自

己

受

容 

質問 小学校 中学校 

人の役に立つ人間になりたいと思う 
小：96.7 

（全国：96.4） 

中：96.3 

（全国：96.6） 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと

思う 

小：83.2 

（全国：81.3） 

中：78.8 

（全国：75.3） 

自

己

有

用 

質問 小学校 中学校 

分からないことやくわしく知りたいことがあっ

たときに、自分で学び方を考え、工夫することは

できている 

小：82.8 

（全国：81.7） 

中：82.5 

（全国：77.5） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた

りすることができている 

小：84.3 

（全国：84.9） 

中：86.4 

（全国：84.7） 

学習した内容について、分かった点や、よく分か

らなかった点を見直し、次の学習につなげるこ

とができている 

小：78.6 

（全国：79.4） 

中：77.4 

（全国：73.4） 

自

己

効

力 

質問項目 小学校 中学校 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人にいつでも相談できる 

小：68.9 

（全国：70.6） 

中：74.5 

（全国：73.2） 

先生は、あなたのよいところを認めてくれてい

ると思う 

小：92.3 

（全国：92.2 

中：94.3 

（全国：92.2） 

友達関係に満足している 
小：91.5 

（全国：91.7 

中：93.0 

（全国：91.4） 

 

他

者

信

頼 

質問項目 小学校 中学校 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解

していないところについて、分かるまで教えて

くれていると思う 

小：88.6 

（全国：87.4） 

中：85.0 

（全国：83.8） 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを

大切にして、お互いに協力しながら課題の解決

に取り組んでいる 

小：91.7 

（全国：91.9） 

中：91.4 

（全国：91.9） 

他

者

肯

定 
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次ページからは、令和７年度全国学力・

学習状況調査問題を活用した授業づくり

について紹介します。 
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「☆学力戦隊☆マナブンジャー」は学力向上のヒーローが「令和７年度全国学力・学習状況

調査」の問題を教科ごとに分析し、これからの授業づくりのポイントについて示しています。 

各教科の「授業づくりの資料」を参考に、他の問題も分析し、今後の授業改善・充実に活

用してください。 

出題の趣旨 

求められる資質・能力 

＝
 

教育推進課 

「全国学力・学習状況調査」は、子どもたちが問題を解くだけでなく、出題された問題を教

師が分析し、授業の改善・充実を図ることで、子どもたちにとって必要な力を育むことができ

ます。 

本年度も、調査問題の出題の趣旨等から授業改善を図ることができるよう、活用のための

視点を示した、「『全国学力・学習状況調査』を活用した授業づくり」を作成しました。 

調査の対象となる学年（小６・中３）だけでなく、他の学年での授業づくりについても紹介し

ていますので、学校全体で組織的・継続的に授業改善等に取り組んでください。 

≪授業づくりのＰＯＩＮＴ≫ 

中数グリ－ン 小算ブル－ 中理ブラック 中国レッド 小国イエロ－ 

「全国学力・学習状況調査」を活用した授業づくり 

小理パ－プル 

調査問題の趣旨 
【「授業づくりの資料」の構成は以下のようになっています】 

ピックアップした

調査問題 

問題を解く時の

子どもの思考 

問題を解く力を子

どもにつけるため

の授業例 

（現行の教科書の

教材からピックア

ップしています） 

読解力については、学校・園データベース上にある「読解力を育む 20 の観点【小学校版】」、「読解力を育

む 20 の観点【中学校版】」、思考スキルについては、19 ある「思考スキル」から、子どもたちが問題を解く

時に使っているものをピックアップしています。 

授業づくりの 

ポイント 
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「大切にしていること」「やりがい」が
質問したい内容だよね。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

出題の趣旨 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使うことができるかどうかをみる。 

<問題の概要> 【話し合いの記録】の書き表し方を説明したものとして適切なものを選択する問題

  

話し合いの様子から、図に要点を書き出し
てみたんだね。 

話し合いの様子の要点を、流れに沿って
整理すると図のようになるんだね。 
だから答えは 2 になるよ。 

⑪要点 
具体と抽象 

読解力 
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話し合いの際に、考えをより明確にするためには、集めた情報と情報を関係付けるなど、図で整理

すると分かりやすくなります。 

同じような取り組みごとに整理することができたよ。 
①本をしょうかいする ②本を読む時間を決める ③教室に本を置く 
に、まとめることができたよ。 

先生 

～ 小学校５年「問題を解決するために話し合おう」の授業づくり ～ 

東京書籍「新しい国語」５年 P．１１８～ 

クラスの読書量を増やすためにはどうしたらいいでしょうか。 

私たちのグループは色々な取り組みを出し合ったよ。それをどうやって整理して、まとめ
ていくのかな・・・。 

意見を分類して、同じような取り組みをまとめてみるのはどうかな。 

そうだね。その「おすすめ本」を教室に
展示すると、その本を読んでみようと
するんじゃないかな。 

⑪要点 
具体と抽象 

読解力 

整理した中で、より読書量を増やす取り組みはどれだろう？ 

朝の会で、日直が「おすすめ本」のしょう
かいをすると、みんなが本に興味をも
つと思うよ。 
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＜問題の概要＞ 

都道府県 A のブロッコリーの出荷量が増えたかどうかを調べるために、適切なグラフを選び、 

出荷量の増減を判断し、その理由を書く問題  

 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾向を捉え判断

し、その判断の理由を表現する。 

文章と資料を併せて見よう。 
都道府県 A のブロッコリー
の出荷量の変化を表したグ
ラフは「グラフ 3」だね。 

「グラフ 3」の 2013 年と 2023 年の
都道府県 A を比べると、０．５ｔ増えて
いることが分かるから、「ア」なんだ
ね。 
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グラフを扱うときは、目的に応じてどのようなグラフを選択して伝えたいことを説明するの

か、理由も併せて考えさせることが大切になります。 

～ 小学校５年生 帯グラフと円グラフ 学習のしあげ ～ 

東京書籍「続編新しい算数」5 年（下）P.９０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棒グラフ 折れ線グラフ 帯グラフ 円グラフ 

みんなの好きな教科が１番気になるから、アンケートをとってグラフにしてみようかな。 
５年生と６年生の好きな教科を調べて、どちらの学年が、算数が好きな人が多いか知りたいよ。 

５年生は 20 人、６年生は３５人だよ。 
棒グラフをみると、算数が好きな児童は、 
５年生が７人、６年生は１２人だったから、 
６年生の方が算数を好きな人が多いね。 

20

12

14

27

10

27

16

15

22

4

18

15

0% 50% 100%

帯グラフにしてみると、5 年生は 35％、6 年生は 34.2％
だったからやっぱり 5 年生の方が多い。 
割合で考える必要があったね。 

調べたいことを１つ決め、グラフを使って分かりやすく説明しよう。 

・・・あれ？ 
学年全体の人数が違うのに、このグラフはだめだと
思うな。 

先生 
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子どもたちは、この問いを次のように解決していきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出題の趣旨 電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現す
ることができるかどうかをみる。 

＜問題の概要＞ 
電気を通す物と通さない物でできた人形につい

て、人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、ベルが
鳴る回路を選ぶことができるかを問う問題 

４つの図を比べた(比較した)ときに、

何が違うのかな？ 人形には電流が流

れるんだよね？ 

人形の持ち手には電気を通さないと書

いてあるよ！ 

電気を通すには回路がつながっている

ことが必要だから、答えは４だね！ 
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先生 

～「これまでの学習をつなげよう 電気を通すもの・じしゃくにつくもの」～ 
啓林館「わくわく理科」３年Ｐ.１４８  

 
★思考ツール「ベン図」を提示して、それぞれの「もの」をどこに配置させたらよいかを考えさせる 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験をして、知識を得る⇒得た知識を使って、別の課題を考える⇒考えた中で出てきた疑問は、

また実験をして確かめる…。くりかえすことで、「実験の方法を発想」し、「表現する」ことがで

きるようになります。 

これまでに勉強したことを使って、７つの「もの」が「ベン図」のどこに当てはま

るか、わけてみよう！ 

悩むときは、道具を使って確かめてみよう。 

ほかの「もの」と比べ

ると、たしか、クリッ

プは、電気も通った

し、じしゃくにもつい

たよ！ 

じしゃくにつくものの性質と、電気を通すもの

の性質を思い出してみよう。コップはガラスだ

からじしゃくにはつかないよね？  

アルミカップはどうなんだろう？  

はさみは、材料がちがう部分があるから…？ 

実験して、確かめてみよう！  

前の実験方法を思い出して、回路を作って調べ

てみたらわかると思うよ。 
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第一中学校では、毎年、美術の時間につくった作品を展示する
美術展を行っています。今年は、昨年の美術展に来場した小学生
の感想をもとに、内容を工夫して開催します。実行委員の中井さ
んは、地域の小学校６年生に向けて、来場を促すためのちらしを
作成することになりました。次は、中井さんが参考にした【第一
中学校のウェブページ上のお知らせ】と、文書作成ソフトを用い
て作成している【ちらし】です。これらを読んで、あとの問いに
答えなさい。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

          
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ちらし】 

出題の趣旨 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

ができるかどうかをみる 

「第一中学校のウェブページ上
のお知らせ」と「ちらし」を比較
してみよう。 

「ちらし」に会場図があることで、
体育館の中の展示作品と体験コー
ナーの配置がどうなっているかが
一目でわかるようになっているよ。
だから、４となるね。 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

＜問題の概要＞ 

ちらしに「会場図」を加えた目的を説明したものとして、適切なものを選択する問題。  

二 中井さんは、【ちらし】に、【第一中学校のウェブページ 

上のお知らせ】には示されていない「会場図」を加えました。ど

のような目的で加えたと考えられますか。次の１から４までのう

ち、最も適切なものを１つ選びなさい。 

１ 小学校６年生に向けたちらしであることを示すため。 

２ ウェブページの情報と比較しやすくするため。 

３ 会場となる体育館まで迷わずに来てもらうため。 

４ 展示する作品と体験コーナーの内容や配置を伝えるため。 

【ちらし】の目的は、地域の小
学校６年生に向けて、来場を
促すことだよね。 

１ 
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～ 中学校 1 年「項目を立てて書こう 案内文を書く」より ～ 

光村図書 国語１年 P．116～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇〇年 9 月 3 日 
地域の皆様 

東中学校合唱祭実行委員会 
 

第 20 回 東中学校合唱祭のご案内 
 
 新秋の候、皆様、いかがお過ごしでしょうか。 
 さて、このたび、第 20 回東中学校合唱祭を下記のとおり開催しま
す。どうぞお誘い合わせのうえ、お越しください。 

記 
１． 日時 9 月 24 日（金） 9：00 開場 
             11：45 終了予定 
２． 場所 東中学校体育館 

 
３． 当日の流れ 

9：30 〜 9：45 開会式 
9：45 〜 10：15 1 年生発表 

10：15 〜 10：45 2 年生発表 
10：45 〜 11：00 休憩 
11：00 〜 11：30 3 年生発表 
11：30 〜 11：40 閉会式 

 
４． オンライン配信について 

合唱祭当日に、オンラインで発表の様子を配信します。 
詳しくは、本校公式ウェブサイトをご覧ください。 
本校公式ウェブサイト https://www… 

 
５． その他 

・当日は、東門からお入りください。 
・スリッパなどをご用意ください。 
・駐車場がありませんので、車での来校はおひかえください。 
 

以上 

 
校舎 

校庭 
体
育
館 

東
門 

正門 

〇〇年 9 月 3 日 
東小学校 6 年生のみなさん 

東中学校合唱祭実行委員会 
 

第 20 回 東中学校合唱祭のご案内 
 
 日中は夏と変わらない暑い日が続きますが、日が落ちるのが少し
ずつ早くなり、秋を感じます。 
 さて、このたび、第 20 回東中学校合唱祭を下記のとおり開催しま
す。合唱際では各学年が様々な曲を歌います。楽しみに来てくださ
い。 

記 
１． 日時 9 月 24 日（金） 9：00 開場 
             11：45 終了予定 
２． 場所 東中学校体育館 

 
３． 当日の流れ 

9：30 〜 9：45 開会式 
9：45 〜 10：15 1 年生発表 

10：15 〜 10：45 2 年生発表 
10：45 〜 11：00 休憩 
11：00 〜 11：30 3 年生発表 
11：30 〜 11：40 閉会式 

 
 
４． その他 

・上ぐつをご用意ください。 
・〇〇〇… 

 
 

以上 

この日は、同じ校区の小学６年生が中学校見学もかねて、合唱祭に来ます。 
6 年生に合唱祭の案内を送る場合は、どのように書けばよいでしょうか。 
6 年生に合唱祭が楽しみだと思ってもらえるような案内文にしましょう。 

「地域の皆様」の案内文を参考に比較しながら読むと、「６年生

のみなさん」の案内文は          の部分を６年生向けに

変えた方がよさそうだな。 

案内文の対象である６年生がどんなことを知りたいか・・・。 

担任の先生と一緒に来るなら、校舎配置図よりも、どんな曲

を歌うかが分かっている方が合唱祭が楽しみになりそうだ。

それを具体化すると… 

合唱曲 
１−１「〇〇〇〇」 
１−２「△の△△」 
１−３「□の歌」 
２−１「◇◇◇◇」 

… 

文章を書くときは、目的（相手）に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことが明確になるように 

具体化することが大切です。 

  学習の中で、学校行事等の案内を実際に書いてみるなど、つけた力を活用できる場面を設定して

みましょう。 

先生 
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＜問題の概要＞ 

平行四辺形 ABCD の辺 CB、AD を延長した直線上に BE=DF となる点 E、F を取っても、 

四角形 AECF は平行四辺形となることの証明を完成する問題 

 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善する
ことができるかどうかをみる。 
 

「エ」の式の引き算を、足し算に
変えたら証明が完成するね。 

変わったところを、文章と図と式を
関係づけて考えるとわかるよ。 

文章を図に表すとわかりや
すくなるね。 

 【思考スキル】 

関係づける 

 【思考スキル】 

評価する 
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条件を変えた場合について、共通点・相違点に着目し、問題解決の過程を振り返りながら、 

解決方法を考えます。 

このように問題解決の過程を評価・改善することで、論理的に説明する力を育成します。 

先生 

～ 中学校 2 年生 図形の性質と証明 ～ 

啓林館「未来へひろがる数学」2 年 P．１４７    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

まずは、文章・式・図を関係づけて考えるために、 
図２に分かっていることを整理してみよう。 

「対角線 AC 上」を「直線 AC 上」に変えて、 

図２のように点 E、F をとった場合、 

上の証明はそのまま成り立つでしょうか。 

（証明） 
△ABE と△CDF で、 
仮定より、AE ＝ CF ……① 
平行四辺形の向かいあう辺は等しいので、 

AB ＝ CD ……② 
平行線の錯角は等しいので、AB//DC から、 

∠BAE ＝ ∠DCF ……③ 
①、②、③から、2 組の辺とその間の角が、それぞれ等しいので、 

△ABE ≡ △CDF 
合同な図形では、対応する辺は等しいので 

BE ＝ DF 

Ⅲが成り立つと言えれば、図１のときと 
同じように証明できそうだね。 

平行線の錯角は等しいので、AB//DC から、 
 
∠BAE ＝ ∠DCF ……③ 

平行四辺形 ABCD で、図１のように対角線 AC 上に AE＝CF となる点 E、F をとるとき、 

BE＝DF であることを次のように証明した。 
 

 【思考スキル】 

評価する 

 【思考スキル】 

関係づける 

 図１ 

図２ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

ここにどんな言葉や式を入れるといいのかな。 

Ⅲ 
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出題の趣旨 【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用し

て、変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できる。
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＜問題の概要＞ 

【考察】をより確かなものにするために必要な実験を選択し、予想される実験の結果を書く問題 

 
 
 
 
子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストローの空気の入る長さと音の高さ、オシロスコー

プの波形（振動数）の関係を調べるんだね。 

ストロー内の空気が入る長

さを比較してみよう。実験２

の方が長いね。 

分かったことを整理すると、【考察】にある

ようにストロー内の空気が入る長さと音の

高さには因果関係がありそうだなぁ。 

実験１・実験２・ア・イ・ウのストロー内の空気が入る長

さを比較してみよう。短い方から順に並べると、ア・実

験１・イ・実験２・ウになるね。 

ということは【考察】から音の高い方からア・実験１・

イ・実験２・ウの順になりそうだね。 

アは、最もストローの空気の入る長さが短いから、振

動数は多くなるね。 

イならば実験 1 と実験 2 の間だ。 

ウならば振動数は少なくなるよ。 

 【思考スキル】 

関連づける 

 【思考スキル】 

推論する 
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実験の計画を立てるときに、「何となく実験をやってみる」ではなく、 

「その操作をすることでどのような結果が得られるか」の予想を立てた上で実験を行う等、 

どのような方法で課題解決に向けた結果を得るのかを計画する機会を多く設けていくこと 

が大切です。 

発砲入浴剤 

～  身のまわりのものから発生する気体の授業づくり ～ 

啓林館「未来へひろがるサイエンス」1 年 P．１５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生する気体が何かどうやっ

て調べようかなぁ… 

これまでに習った気体の集め

方や性質をもとに実験を計画

してみよう！ 

そういや気体を集める方法が

３つあったなぁ…水上置換法

ができるかできないかで何の

気体か絞り込めるかもなぁ… 

水上置換法で気体が集められ

たら、習った中では無臭の気

体ばかりだから、無臭であるこ

との確認もしたいね。 

発生した気体が何かつきとめ

てみよう！ただし、これまでに

習った気体のどれかだよ。 

 【思考スキル】 

関連づける 

 【思考スキル】 

推論する 

気体が「水素」と断定する方法

って何があるかなぁ… 前、試験管に集めた水素にマッチの火を

近づけたら音を立てて燃えたね。集めた

気体にマッチの火を近づけてみようか。 

そういえば、線香の火を試験管に集めた気

体に入れたこともあったね。あれは確か酸素

だったかな。それもやってみよう！ 
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１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

1 主語
し ゅ ご

と 述語
じ ゅ つ ご

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

2 共通
き ょ う つう

・ 相違
そ う い

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

3 題名
だ い め い

や見出
み だ

し と その役割
や く わ り

を理解
り か い

する 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

4 文章
ぶんし ょ う

と 資料
し り ょ う

（ 写真
し ゃ し ん

やイ ラ スト 等
と う

） を合
あ

わせて読
よ

める ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

5 問
と

いと 答
こ た

えの関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

6 事柄
こ と が ら

の順序
じ ゅ んじ ょ

（ 時間
じ か ん

、 作業
さ ぎ ょ う

手順
て じ ゅ ん

、 優先度
ゆ う せ ん ど

など） を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

7 修飾
し ゅ う し ょ く

と 被
ひ

修飾
し ゅ う し ょ く

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇

8 指示
し じ

する 語句
ご く

や接続
せ つ ぞ く

する 語句
ご く

の役割
や く わ り

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇

9 形式
け い し き

段落
だ ん ら く

・ 意味
い み

段落
だ ん ら く

の役割
や く わ り

について理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

10 文章
ぶんし ょ う

構成
こ う せ い

（ 序論
じ ょ ろ ん

・ 本論
ほ ん ろ ん

・ 結論
け つ ろ ん

など） を理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

11 形式
け い し き

段落
だ ん ら く

等
と う

の要点
よ う て ん

をと ら える（ 抽象
ちゅ う し ょ う

と 具体
ぐ た い

） ◎ 〇 〇 〇

12 考
かんが

えと それを支
さ さ

える理由
り ゆ う

や事例
じ れ い

等
と う

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する（ 因果
い ん が

関係
か ん け い

） 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

13 比較
ひ か く

（ 対比
た い ひ

・ 類比
る い ひ

） や分類
ぶ ん る い

の仕方
し か た

を理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

14
目的
も く て き

を意識
い し き

して、 内容
な い よ う

の中心
ち ゅ う し ん

と なる語
ご

や文
ぶ ん

を選
え ら

んで 文章
ぶんし ょ う

を要約
よ う や く

する

（ 抽象
ちゅ う し ょ う

と 具体
ぐ た い

）

◎ ◎ 〇 〇

15 様々
さ ま ざ ま

な表現
ひょ う げん

の技法
ぎ ほ う

を理解
り か い

する（ 比喩
ひ ゆ

や反復
は ん ぷ く

、 倒置
と う ち

等
と う

） 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

16 思考
し こ う

に関
か か

わる語句
ご く

（ し かし 、 つまり 、 例
た と

えば等
と う

） を理解
り か い

する 〇 ◎ 〇

17
文章全体

ぜ ん た い

の構成
こ う せ い

を捉
と ら

え、 要旨
よ う し

を把握
は あ く

する（ 事実
じ じ つ

と 感想
か ん そ う

、 意見
い け ん

などと の

関係
か ん け い

）

〇 ◎ ◎

18 文章
ぶんし ょ う

と 資料
し り ょ う

（ 図
ず

表
ひょ う

やグラ フ 等
と う

） の関係
か ん け い

や効果
こ う か

を理解
り か い

する 〇 〇 ◎ ◎

19 論
ろ ん

の進
す す

め方
か た

等
と う

、 筆者
ひ っ し ゃ

の意図
い と

を考
かんが

える 〇 〇 ◎ ◎

20 文章
ぶんし ょ う

の種類
し ゅ る い

や特徴
と く ち ょ う

を理解
り か い

する（ 紹介
し ょ う かい

、 提案
て い あ ん

、 推薦
す い せ ん

、 案内
あ ん な い

、 解説
か い せ つ

等
と う

） 〇 ◎ ◎

読解力
ど っ か い り ょ く

を育
は ぐ く

む「２０の観点
か ん て ん

」

【小学校版
( し ょ う が っ こ う ば ん

】
※こ こ でいう 読解力と は主に説明的な文章（ 教科書・ 新聞・ パンフ レッ ト ・ ポスタ ー・ 解説書など） の読み取り を意味し て

います。

※◎になっ ている学年は、 重点的に学習する学年です。 〇になっ ている学年でも 、 く り 返し 学習し てく ださ い。

作成： 四日市市教育委員会指導課

監修： 三重大学教育学部教授 守田 庸一

どっ かいり ょ く てき かいせつし ょ

てき
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< 四日市版>

読解力を育む「２０の観点」【中学校版】

１ 年 ２ 年 ３ 年

1 段落ごと の内容や段落相互の関係を捉える

2 筆者の意見と 事実と の関係を理解する

3 要旨を捉える

4 目的に応じ て必要な情報に着目して要約する

5 文章の構成や展開の効果等について考える

6 比較（ 対比・ 類比） や分類の仕方を理解する

7 筆者の意見と それを支える根拠と の関係を理解する

8 原因と 結果の関係を理解して理解する（ 因果関係）

9 文章全体と 部分の関係に着目して読む

10 文章と 図表などを結び付けながら 、 筆者の主張をより 正確に理解する

11 文章の構成や論理の展開について理解する

12 表現の効果について理解する

13 根拠に説得力があるかどう かを吟味する

14 文章の構成における具体と 抽象の関係を理解する

15 主張と 根拠と の関係等、 内容を吟味し ながら 読む

16 文章の構成や論理の展開が分かり やすく 適切なも のであるか、 評価して読む

17 筆者のも のの見方や考えの進め方等を捉え、 文章の内容を正確に理解する

18 情報の信頼性を確かめながら 読む

19 具体と 抽象の関係を捉えて読む

20
文章の種類と その特徴について理解する（ 意見文、 感想文、 記録文、 報告文、 解説

文等）

※こ こ でいう 読解力と は主に説明的な文章（ 教科書・ 新聞・ パンフ レッ ト ・ 解説書・ 評論文・ 解説文など） の読み取り を意味し

ています。

※「 読むこ と 」 の力を 育成するためには、 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 や「 書く こ と 」 と 関連さ せて指導し てく ださ い。

※色が濃く なっ ている 学年は、 重点的に育成する学年です。 それ以外の学年でも 、 実態に合わせて系統的・ 継続的に指導し てく

ださ い。

作成： 四日市市教育委員会指導課

監修： 三重大学教育学部教授 守田 庸一
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